
ポリオって何？
ポリオ（急性灰白髄炎）は、日本では「小児まひ」と呼ばれています。5歳以下の

子どもに感染する確率が高く、ウイルスが神経組織に入って身体麻痺を引き起こ

し、そのうち５％～１０％は呼吸筋に影響し、死に至ります。

現在でも治療法はありませんが、ワクチンで予防が可能です。

日本では1960年代に北海道を中心に5千名以上が発症する大流行が起きました。

輸入ワクチンの一斉投与が始まり、2000年には日本のポリオ根絶が

認められました。

日本では現在でも3か月以降の子ども全員に「4種混合ワクチン」が国に

よって接種されています。しかしながら、世界をみると開発途上国では

ワクチン接種が出来ない地域や、ウイルスの常在国から根絶

できなければ新規患者発生の可能性があります。

ポリオウイルスの宿主はヒトのみ。コロナウイルスと異なり

変異しません。同じタイプの天然痘は根絶されました。

ポリオは根絶可能です。

WHOはNIDｓ（一定年齢の子供たちに一斉投与）でポリオ根絶を

約束し「ポリオの無い世界まであと少し」に迫っています。

本日は古着のご協力

ありがとうございました
本日、皆様からお預かりした古着は、日本リユースシステム(株)

へ全て送らせていただきます。本システムを使う事で「認定NPO

法人世界のこどもにワクチンを日本委員会」を通し、開発途上国

の子供たちに1袋5名のポリオワクチンが届けられます。

本日は皆様のご協力のもと10袋お送りしますので、5名×10袋で

50名の子供にワクチンが投与できる事になります。また、その古

着が開発途上国で再利用されるだけではなく、現地での雇用創出

にもつながります。皆さまのご協力に感謝いたします。

ありがとうございました。

ワクチン接種でポリオは世界から根絶出来る病気なのです！

名護ロータリークラブ



ワクチン接種でポリオは世界から根絶出来る病気なのです！

お問い合わせ

名護ロータリークラブ事務局

TEL 0980-53-4568

平和構築と紛争予防

疾病予防と治療

水と衛生

母子の健康

基本的教育と識字率向上

地域社会の経済発展

環境

ロータリークラブってご存じですか？

1905年シカゴで創設されたロータリーは、110年以上様々な職業を持つ人や

市民のリーダーが「世界を変える行動人」となり、その経験と知識を活かして

社会奉仕活動や人道的活動に取り組んできました。

2022-23年度国際ロータリー会長

ジェニファー・ジョーンズ

ロータリークラブは世界のほぼ全ての地域に存在し、それぞれが独自の活動

を行っていますが、あなたがお住いの地域にもロータリークラブが

あります。人と人とのネットワークを活かして

地元密着の奉仕活動に取り組んでいます。

私たち名護ロータリークラブは、昭和50年 本部町で

開催された沖縄国際海洋博覧会に、世界のロータリーで

活躍する人々を受け入れるために設立されました。

日本には全国に2,214のクラブがあり、会員数は

83,326人（2022年7月末現在）私たちは

東京と沖縄で70クラブある2580地区の1つとして、

現在35名のメンバーで活動しています。沖縄本島北部

全域を活動地域とし、間もなく50年。地域や企業のリーダーが

日々『楽しんで良いことをしよう！』と活動に取り組んでいます。


